
��

石

原

明

子

一
、
は
じ
め
に

二
、
本
の
概
要

(一)
一
章

修
復
的
対
話
と
は

(二)
二
章

修
復
的
対
話
の
モ
デ
ル

(三)
三
章

修
復
的
対
話
の
ひ
ろ
が
り

(四)
四
章

日
本
版
Ｒ
Ｊ
ト
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

実
践
モ
デ
ル

(五)
五
章

地
域
で
の
実
践
か
ら

三
、
本
書
の
意
義
に
関
す
る
考
察

(一)
サ
ー
ク
ル
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
日
本
語
で
読
む
こ
と
が
で
き
る

(二)
高
齢
者
ケ
ア
等
、
犯
罪
以
外
の
場
面
へ
の
応
用
に
重
点

(三)
研
究
書
で
は
な
く
、
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
書

(四)
著
者
梅
崎
の
旅
路
と
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

四
、
お
わ
り
に

一
、
は
じ
め
に

本
書
は
、
修
復
的
正
義

(

１)

の
考
え
に
基
づ
く
対
話
実
践
の
方
法
の
一
つ
で

あ
る
サ
ー
ク
ル
の
、
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
。
修
復
的
正
義
の
対
話
実
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一
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年



践
の
方
法
と
し
て
は
、
被
害
者
加
害
者
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

(

Ｖ
Ｏ
Ｃ)

、

家
族
グ
ル
ー
プ
対
話

(

Ｆ
Ｇ
Ｃ)

、
サ
ー
ク
ル

(

サ
ー
ク
ル
プ
ロ
セ
ス
と

も
呼
ば
れ
る)

、
理
事
会
モ
デ
ル
、
伝
統
儀
式
ア
レ
ン
ジ
モ
デ
ル
な
ど
が

あ
る
が
、
サ
ー
ク
ル
は
世
界
で
修
復
的
正
義
の
対
話
の
実
践
の
中
で
最
も

多
く
使
わ
れ
て
い
る
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。

現
代
の
修
復
的
正
義
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
北
米
の
キ
リ
ス
ト
教
メ
ノ

ナ
イ
ト
教
派
の
人
々
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
で
刑
事
司
法
に
お
け
る
被

害
者
加
害
者
対
話
と
し
て
実
践
さ
れ
は
じ
め
、
一
九
九
〇
年
代
に
理
論
化

さ
れ
た

(

２)

。
日
本
に
は
、
お
よ
そ
二
〇
〇
〇
年
ご
ろ
か
ら
、
刑
事
司
法
の
研

究
者
ら
に
よ
っ
て

｢

修
復
的
司
法｣
の
名
称
で
紹
介
さ
れ
て
き
た

(

３)

。
世
界

的
潮
流
と
し
て
は
、
一
九
九
〇
年
代
ご
ろ
か
ら
、
刑
事
司
法
の
文
脈
の
み

な
ら
ず
、
内
戦
後
の
和
解
、
学
校
で
の
違
反
行
為
や
暴
力
行
為
へ
の
矯
正
・

教
育
に
も
応
用
が
始
ま
り
、
現
在
は
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
、
環
境
災
害
、
高
齢
者
虐
待
な
ど
、
多
様
な
分
野
で
の
応
用
が
あ
る
。

日
本
で
も
、
そ
の
よ
う
な
刑
事
司
法
以
外
に
も
応
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
背
景
を
受
け
、������
に
よ
る
小
冊
子���������������

������������������
の
翻
訳

(

二
〇
〇
八)

で
は
、������������������

の
訳
に

｢

修
復
的
司
法｣

で
は
な
く
、｢

修
復
的
正
義｣

と
い
う
言
葉
が

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

(

４)

。

本
書
の
著
者
で
あ
る
梅
崎
薫
は
、
社
会
福
祉
を
専
門
と
し
て
お
り
、
高

齢
者
虐
待
等
の
社
会
福
祉
的
場
面
に
お
い
て
、
修
復
的
正
義
の
考
え
方
に

よ
る
対
話
の
実
践
を
行
っ
て
き
た
。
本
書
は
、
修
復
的
正
義
の
主
流
な
実

践
方
法
の
一
つ
で
あ
る
サ
ー
ク
ル
の
日
本
語
で
の
初
め
て
の
実
践
マ
ニ
ュ

ア
ル
で
あ
り
、
同
時
に
、
高
齢
者
虐
待
を
は
じ
め
と
す
る
広
く
社
会
福
祉

的
場
面
に
お
け
る
応
用
の
日
本
に
お
け
る
初
め
て
の
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
書

で
あ
る
。

以
下
で
は
、
本
書
の
構
成
に
そ
っ
て
内
容
を
概
観
し
、
そ
の
後
、
こ
の

本
の
出
版
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。������������������

に
関
す

る
用
語
の
日
本
語
訳
語
に
は
複
数
の
も
の
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
原
則

的
に
、
本
書
の
著
者
の
用
語
使
用
に
沿
っ
て
用
語
を
用
い
る
こ
と
と
す
る

(

５)

。

二
、
本
の
概
要

本
書
は
、
一
章
か
ら
五
章
の
五
つ
の
章
か
ら
な
り
、
一
か
ら
三
章
が

｢

理
論
編｣

、
四
か
ら
五
章
が

｢

実
践
編｣

と
な
っ
て
い
る
。

(一)
一
章

修
復
的
対
話
と
は

本
章
で
は
ま
ず
、
本
書
に
お
け
る
修
復
的
対
話
と
い
う
言
葉
が
、

��������������������������
の
訳
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る

海
外
に
お
け
る
修
復
的
対
話
の
歴
史

(

す
な
わ
ち
修
復
的
正
義
の
歴
史)

、

そ
の
意
義
、
日
本
で
の
必
要
性
、
修
復
的
対
話
の
基
本
的
な
考
え
方

(

修

復
的
正
義
の
理
論)

、
修
復
的
対
話
が
大
切
に
す
る
ル
ー
ル

(

修
復
的
正

義
の
考
え
方
に
よ
る
対
話
実
践
の
原
則)

が
説
明
さ
れ
る
。

人
々
の
間
に
生
ま
れ
た

｢

害

(����
)｣

を
癒
し
、
回
復
し
て
い
こ
う

と
す
る
と
き
に
、
近
代
司
法
だ
け
で
対
応
し
き
れ
な
い
部
分
が
あ
り
、
そ

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
き
た
の
が
修
復
的
対
話
で
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
、

暴
力
の
被
害
者
が
加
害
者
か
ら

｢

パ
ワ
ー｣

を
取
り
戻
す
こ
と
や
加
害
者

書 評
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の
更
生
や
社
会
復
帰
に
も
役
立
つ
こ
と
が
起
こ
り
え
る
、
と
す
る

(

本
書

一
八
頁)

。

日
本
に
お
い
て
も
、
受
刑
者
に
障
害
を
も
つ
人
が
含
ま
れ
て
い
た
り
、

司
法
領
域
に
お
け
る
福
祉
援
助
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
が
求
め
ら
れ
た
り

す
る
こ
と
も
多
く
、
ま
た
、
家
族
間
で
の
暴
力
や
学
校
で
の
い
じ
め
、
職

場
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
場
合
に
は
、
近
代
司
法
で
裁
く
こ
と
で
は

関
係
者
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
ら
れ
ず
、
修
復
的
対
話
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ

が
求
め
ら
れ
る
、
と
著
者
は
述
べ
る
。
そ
の
う
え
で
、
著
者
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が

連
携
関
係
を
も
つ
カ
ナ
ダ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
・

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

(

Ｃ
Ｊ
Ｉ

(

６))

に
お
い
て
、
被
害
者
・
加
害
者
間
の
対
話

の
み
な
ら
ず
、
児
童
虐
待
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
、
高
齢

者
虐
待
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
支
援
、
職
場
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
学
校
や
ク
ラ
ブ
で
の
い
じ
め
や�
藤
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
住
民
に
お

け
る
対
話
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
日
本
で
も
そ
れ
ら
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
示
唆
し
て
い
る

(

本
書
二
〇
頁
か
ら
二
二
頁)

。

(二)
二
章

修
復
的
対
話
の
モ
デ
ル

二
章
で
は
、
修
復
的
正
義
の
考
え
に
よ
る
対
話
実
践
の
世
界
的
潮
流
の

一
つ
で
あ
る
サ
ー
ク
ル
は
、
カ
ナ
ダ
の
先
住
民
の
実
践
に
倣
っ
た
方
法
で

あ
る
が
、
日
本
語
で
読
め
る
文
献
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
皆

無
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
そ
の
サ
ー
ク
ル
と
い
う
手
法
の
原

則
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
く
。

サ
ー
ク
ル
は
、
参
加
者
が
サ
ー
ク
ル

(

輪)

に
な
っ
て
座
り
対
話
す
る

方
法
で
あ
り
、
ト
ー
キ
ン
グ
ピ
ー
ス
と
い
う
話
し
手
を
示
す｢

物｣

を
持
っ

て
い
る
人
だ
け
が
話
せ
る
と
い
う
ル
ー
ル
に
よ
る
対
話
方
法
で
あ
る
。
サ
ー

ク
ル
キ
ー
パ
ー
と
い
う
役
割
の
人
が
い
て
、
そ
の
人
が
効
果
的
な
問
い
を

設
計
し
た
り
、
時
間
を
管
理
し
た
り
、
参
加
者
に
ル
ー
ル
を
守
ら
せ
た
り

し
な
が
ら
、
対
話
の
場
の
質
を
維
持
す
る
役
目
を
担
う
。
そ
の
た
め
に
、

サ
ー
ク
ル
キ
ー
パ
ー
の
み
は
、
ト
ー
キ
ン
グ
ピ
ー
ス
を
持
た
ず
に
話
す
こ

と
も
で
き
る

(

本
書
三
四
頁
か
ら
三
七
頁)

。

こ
の
方
法
に
よ
る
対
話
の
流
れ
は
、｢

第
一
段
階：

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

(

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー)｣

｢

第
二
段
階：

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(

安

心
し
て
話
す
た
め
の
合
意
形
成)｣

｢

第
三
段
階：

対
話｣

｢

第
四
段
階：

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ｣

と
い
う
基
本
的
な
流
れ
を
も
つ

(

本
書
三
八
か
ら
三
九

頁)

。こ
の
方
法
に
よ
る
対
話
の
種
類
と
し
て
、｢

お
互
い
を
理
解
す
る
サ
ー

ク
ル

(�������������������)｣
｢

量
刑
す
る
サ
ー
ク
ル

(����������
������)｣

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
の
サ
ー
ク
ル
が
あ
る
が

(

本
書
三
二

か
ら
三
三
頁)

、
特
に�
藤
関
係
を
修
復
す
る
目
的
の
場
合
に
は
、｢

第
一

プ
ロ
セ
ス：

自
分
に
何
が
起
き
て
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
の
か

『

私』

を
主
語
と
し
て
語
る｣

｢

第
二
プ
ロ
セ
ス：

他
の
参
加
者
の
話
を
聞

い
て
の
感
想
や
質
問
な
ど｣

｢

第
三
プ
ロ
セ
ス：

こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
。
自
分
に
何
が
で
き
る
か｣

｢

第
四
プ
ロ
セ
ス：

こ
れ
か
ら
の
計

画

(
全
体
と
し
て
の
再
発
予
防
計
画
と
、
自
分
が
何
を
す
る
の
か)｣

の

四
プ
ロ
セ
ス
で
対
話
を
行
う

(

本
書
四
一
頁
か
ら
四
二
頁)

。｢

対
話
的
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン｣

に
よ
り
、
関
係
修
復
に
可
能
性
が
開
か
れ
る
こ
と

『修復的対話 トーキングサークル 実施マニュアル』

(熊本法学146号 '19)69



が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(三)
三
章

修
復
的
対
話
の
ひ
ろ
が
り

本
章
で
は
、
多
様
な
場
面
に
お
け
る
国
内
外
で
の
修
復
的
対
話
の
実
践

事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
犯
罪
の
被
害
者
加
害
者
の
対
話

(

日
本)

や
、

少
年
院
で
の

｢

被
害
者
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
教
育｣

(

日
本)

、
真
実
和

解
委
員
会

(

南
ア
フ
リ
カ)
、
学
校
で
の
い
じ
め
予
防

(

韓
国
、
台
湾
、

香
港
な
ど)

、
高
齢
者
虐
待
予
防

(

カ
ナ
ダ
、
日
本)

な
ど
の
状
況
が
説

明
さ
れ
て
い
る

(

本
書
四
六
頁
か
ら
五
七
頁)

。
特
に
、
日
本
に
お
け
る

高
齢
者
虐
待
予
防
で
は
、
著
者
ら
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

｢

Ｒ
Ｊ
対
話
の
会

(

７)｣

の
取
り

組
み
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

｢

Ｒ
Ｊ
対
話
の
会｣

で
は
、
高
齢
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
Ｒ
Ｊ

ト
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
の
実
践
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
認
知
機
能
が
低
下

し
た
高
齢
者
も
参
加
し
て
き
て
お
り
、
対
話
の
後
に
参
加
者
間
の
つ
な
が

り
が
生
ま
れ
、
参
加
者
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
が
確
認
さ
れ
た
が
、
こ
の
つ

な
が
り
と
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
が
う
ま
く
い
く
程
度
に
は
、
回
に
よ
っ
て
差

も
あ
る
こ
と
を
著
者
は
指
摘
し
て
い
る
。
高
齢
者
の
参
加
者
の
み
な
ら
ず
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
職
員
に
も
、
対
話
を
通
じ
て
想
定
外
に
気
づ
き
が
あ
り
、

利
用
者

(

高
齢
者)

へ
の
思
い
込
み
が
修
正
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
、
と

い
う

(

本
書
五
七
頁
か
ら
五
九
頁)

。

(四)
四
章

日
本
版
Ｒ
Ｊ
ト
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

実
践
モ
デ
ル

本
章
で
は
、
著
者
ら
が
提
唱
す
る
、
日
本
版
Ｒ
Ｊ
ト
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク

ル
の
実
践
の
方
法
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
実
践
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
こ
の
章
で
あ
る
。｢(

１)

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開

(

方
法)

と
キ
ー

パ
ー
の
役
割｣

で
は
、
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
対
話
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
本
的

な
流
れ
、
そ
の
と
き
に
、
キ
ー
パ
ー
が
何
を
す
べ
き
か
が
説
明
さ
れ
る
。

原
則
は
、
①
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、
②
一
ラ
ウ
ン
ド

(

問
い
を
立
て
て
対
話
を

開
始)

、
③
二
ラ
ウ
ン
ド

(

一
ラ
ウ
ン
ド
を
受
け
て
感
想
な
ど
を
話
し
合

う)

、
④
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト

(

感
想
な
ど
を
述
べ
て
対
話
を
閉
じ
る)

、
⑤

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ

(

お
茶
な
ど
を
挟
み
な
が
ら
対
話
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
日

常
に
戻
る
時
間)

と
い
う
流
れ
に
な
る
。｢(

２)

キ
ー
パ
ー
が
ラ
ウ
ン
ド

で
必
ず
問
う
基
本
の

『

問
い』｣

で
は
、
具
体
的
に

｢

お
互
い
を
大
切
に

す
る
、
尊
重
す
る
こ
と｣

を
テ
ー
マ
に
す
る
対
話
の
場
合
を
例
に
あ
げ
、

(

１)

で
示
し
た
流
れ
に
そ
っ
た
キ
ー
パ
ー
の
言
葉
か
け
を
具
体
的
に
示

し
て
い
る

(

本
書
六
四
頁
か
ら
七
〇
頁)

。

｢(

３)

ル
ー
ル
カ
ー
ド
、
手
順
カ
ー
ド
の
使
い
方｣

で
は
、
対
話
で

用
い
ら
れ
る
ル
ー
ル
カ
ー
ド
を
具
体
的
に
絵
で
示
し
、
ま
た
、
キ
ー
パ
ー

が
手
順
を
頭
に
い
れ
る
た
め
の

｢

手
順
カ
ー
ド｣

の
作
成
例
や
使
用
方
法

が
示
さ
れ
て
い
る

(

本
書
七
〇
頁
か
ら
七
二
頁)

。
そ
の
後
の

(

４)(

５)

(

６)(

７)

の
各
節
で
は
、
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
対
話
で
用
い
る
こ
と
が
で

き
る
様
々
な
道
具
の
例
を
、
写
真
を
用
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
ト
ー
キ
ン

グ
ピ
ー
ス
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
得
る
か
、
サ
ー
ク
ル
の
円
の
真
ん

中
に
置
く
敷
物
や
キ
ャ
ン
ド
ル
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
の
時
な
ど
に
心
を
整
え

る
た
め
に
も
用
い
る
美
し
い
音
の
す
る
鐘
、
そ
し
て
、
対
話
の
中
身
で
用

い
る
こ
と
が
で
き
る
言
葉
カ
ー
ド
や
、
写
真
カ
ー
ド
、
イ
ラ
ス
ト
カ
ー
ド

書 評

(熊本法学146号 '19) 70



な
ど
を
紹
介
し
て
い
る

(

本
書
七
三
頁
か
ら
七
八
頁)

。

(五)
五
章

地
域
で
の
実
践
か
ら

本
章
で
は
、
著
者
ら
が
実
践
を
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
る
Ｒ
Ｊ
対
話
の
会
で

開
発
し
実
践
し
て
き
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
具
体
的
に
紹
介
し
て
い
る
。
ま
ず
、

著
者
ら
が
二
〇
一
三
年
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た

｢

高
齢
者
福
祉
施
設
で
の

対
話
の
会｣

の
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
職
員

ら
と
協
力
し
な
が
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
開
発
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
高
齢

者
も
交
え
た
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
対
話
を
行
う
際
に
配
慮
す
る
点
が
具
体
的

に
示
さ
れ
て
い
る

(

八
〇
頁
か
ら
九
五
頁)

。

上
記
の
高
齢
者
福
祉
施
設
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
と
に
、｢

女
性
の
た

め
の
対
話
の
会｣

｢

誰
も
が
集
う
誰
も
排
除
し
な
い
対
話
の
会｣

｢

思
春
期

の
親
と
子
の
た
め
の
対
話
の
会｣

な
ど
も
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
具
体
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に

｢

学
校
で
の
対
話｣

の
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
九
六
頁
か
ら
一
一
二
頁)
。

本
の
最
後
に
語
ら
れ
る
謝
辞
に
は
数
ペ
ー
ジ
が
割
か
れ
、
そ
こ
に
は
、

こ
の
実
践
と
出
版
に
い
た
る
、
著
者
が
知
的
に
実
践
的
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
ー

さ
れ
た
出
会
い
の
旅
路
が
示
さ
れ
て
い
る
。

三
、
本
書
の
意
義
に
関
す
る
考
察

(一)
サ
ー
ク
ル
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
日
本
語
で
読
む
こ
と
が
で
き
る

本
稿
の
は
じ
め
に
も
触
れ
た
が
、
本
書
の
意
義
と
し
て
大
き
い
の
は
、

修
復
的
正
義
の
考
え
方
を
生
か
し
た
対
話
実
践
方
法
で
、
世
界
的
に
も
主

流
の
手
法
の
一
つ
で
あ
る
サ
ー
ク
ル

(

一
般
に
は
サ
ー
ク
ル
プ
ロ
セ
ス
と

呼
ぶ
こ
と
も
多
い)

に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
な
や
り
方
を
日
本
語
で
示

し
た
初
め
て
の
本
で
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

修
復
的
正
義
の
対
話
手
法
と
し
て
は
、
被
害
者
加
害
者
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス

(

Ｖ
Ｏ
Ｃ)

、
家
族
グ
ル
ー
プ
対
話

(

Ｆ
Ｇ
Ｃ)

、
サ
ー
ク
ル

(

サ
ー
ク

ル
プ
ロ
セ
ス
と
も
呼
ば
れ
る)

、
学
校
型
モ
デ
ル
、
理
事
会
モ
デ
ル
、
伝

統
儀
式
ア
レ
ン
ジ
モ
デ
ル
、
語
り
部
型
モ
デ
ル
な
ど
、
多
様
な
方
法
が
あ

る
が
、
そ
の
中
で
世
界
的
に
最
も
普
及
し
多
用
さ
れ
て
い
る
モ
デ
ル
の
一

つ
が
サ
ー
ク
ル
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
被
害
者
加
害
者
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

(

Ｖ
Ｏ
Ｃ

(

８))

が
、
被
害
者

と
加
害
者
の
側
に
分
か
れ
て
、
そ
の
間
に
対
話
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
入

る
と
い
う
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
型
の
対
話
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
サ
ー
ク

ル
は
、
被
害
者
や
加
害
者
や
そ
の
関
係
者
、
場
合
に
よ
っ
て
は
裁
判
官
や

警
察
官
な
ど
も
含
め
て
、
全
員
が
円
に
な
っ
て
対
話
を
す
る
。
修
復
的
正

義
に
よ
る
対
話
の
実
践
方
法
と
し
て
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
型
と
は
、
目

的
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
方
法
と
し
て
は
明
ら
か
に
異
な
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ

で
あ
り
、
米
国
ミ
ネ
ソ
タ
州
の��������
ら
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
き
た

(

９)

。

カ
ナ
ダ
の
原
住
民
の
紛
争
解
決
対
話
方
法
が
源
流
に
あ
る
。

筆
者

(

石
原)

も
、
自
身
が
修
復
的
正
義
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
実
践
を

行
う
と
き
に
、
サ
ー
ク
ル
の
手
法
を
用
い
る
こ
と
が
多
々
あ
る
が
、
そ
の

経
験
か
ら
、
サ
ー
ク
ル
と
い
う
方
法
の
強
み
は
、
誤
解
を
恐
れ
ず
い
う
な

ら
ば

(�)
、
次
の
よ
う
な
点
で
あ
る
と
考
え
る
。
①
被
害
者
と
加
害
者
と
い
う

立
場
に
よ
っ
て
分
け
ず
に
、
す
べ
て
の
参
加
者
が
平
等
な
人
間
と
し
て
対

『修復的対話 トーキングサークル 実施マニュアル』
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話
に
参
加
が
可
能
、
②
対
話
司
会
者

(�)
(

メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー)

の
力
量
に
左
右
さ
れ
過
ぎ
ず
に
対
話
が
可
能
、
③
対
話
司
会
者
的

な
役
割
で
あ
る
キ
ー
パ
ー
自
身
が
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
で
あ
り
な
が
ら
、

同
時
に
、
対
話
参
加
者
と
し
て
対
話
に
参
加
す
る
こ
と
が
可
能
、
と
い
っ

た
点
で
あ
る
。

①
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
や
加
害
者
と
い
う
当
事
者
、
そ
の
関
係
者
と

い
っ
た
立
場
に
関
係
な
く
、
一
つ
の
円
の
中
に
座
っ
て
対
話
す
る
た
め
、

席
の
配
置
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
立
場
に
よ
る
分
け
隔
て
が
な
い
。
対
話

の
場
づ
く
り
に
お
い
て
、
席
の
配
置
は
常
に
大
き
な
論
点
の
一
つ
で
あ
る

が
、
サ
ー
ク
ル
の
場
合
、
円
と
い
う
角
も
終
わ
り
も
始
ま
り
も
な
い
形
に

よ
っ
て
、
参
加
者
が
み
な
人
間
と
し
て
平
等
で
あ
る
こ
と
を
物
理
的
に
も

感
じ
さ
せ
ら
れ
な
が
ら
対
話
に
参
加
す
る
。

②
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
加
害
者
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
よ
う
な
メ
デ
ィ

エ
ー
シ
ョ
ン
型
の
対
話
で
は
、
対
話
の
進
行
の
決
定

(
誰
に
発
言
権
が
あ

る
か
な
ど
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル)

に
お
い
て
、
対
話
の
司
会
を
行
う
メ
デ
ィ

エ
ー
タ
ー
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
サ
ー

ク
ル
の
場
合
に
は
、
原
則
的
に
、
円
の
座
席
の
順
番
に
発
言
権
が
回
っ
て

く
る
た
め
、
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
力
量
に
左
右
さ

れ
過
ぎ
ず
に
対
話
が
可
能
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
サ
ー
ク
ル
に
お
い
て
も
、

キ
ー
パ
ー
の
み
は
円
の
座
席
順
番
に
関
係
な
く
発
言
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
対
話
の
進
行
に
お
け
る
大
き
な
役
割
が
キ
ー
パ
ー

に
も
あ
り
、
特
に
熟
練
し
た
サ
ー
ク
ル
の
キ
ー
パ
ー
な
ど
は
、
そ
の
質
問

の
立
て
方
、
場
の
作
り
方
、
存
在
か
ら
醸
し
出
す
雰
囲
気
な
ど
で
、
対
話

の
質
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
修
復
的
対

話
の
司
会
の
初
心
者
の
レ
ベ
ル
で
は
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
型
よ
り
も
サ
ー

ク
ル
型
の
方
が
、
対
話
司
会
者
の
実
力
に
影
響
さ
れ
ず
に
対
話
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

③
も
特
徴
的
で
あ
る
が
、
サ
ー
ク
ル
で
は
、
キ
ー
パ
ー
も
、
一
参
加
者

と
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
メ
デ
ィ
エ
ー

シ
ョ
ン
型
で
は
、
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
は
、
中
立
的

な
立
場
と
し
て
対
話
に
臨
み
、
原
則
と
し
て
一
参
加
者
と
し
て
意
見
を
す

る
こ
と
は
ま
ず
な
い
が
、
サ
ー
ク
ル
で
は
、
②
の
対
話
の
進
行
が
円
と
い

う
形
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
キ
ー
パ
ー
も
一

参
加
者
と
し
て
内
容
的
な
こ
と
を
発
言
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
。

上
記
の
よ
う
な
特
質
か
ら
、
サ
ー
ク
ル
は
、
い
わ
ゆ
る
犯
罪
等
へ
の
修

復
的
正
義
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
用
い
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
学
校
や
、
内
戦

地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
対
話
、
社
会
福
祉
的
場
面
で
の
話
し
合
い
な
ど
、
多

様
な
場
面
で
用
い
ら
れ
て
き
た
。
修
復
的
正
義
の
実
践
が
う
ま
く
い
く
た

め
に
は
、
被
害
や
加
害
と
い
っ
た
有
害
事
象
が
起
こ
る
以
前
の
普
段
か
ら

対
話
の
文
化
が
あ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
、
サ
ー
ク
ル

は
、
有
害
事
象
が
起
こ
る
前
の
対
話
文
化
づ
く
り
と
し
て
も
、
用
い
ら
れ

る
こ
と
も
多
い
。

世
界
的
に
そ
う
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
日
本
で
も
、
修
復
的
正
義
の
実

践
を
導
入
し
て
き
た
も
の
た
ち
の
中
で
は
、
サ
ー
ク
ル
は
多
用
さ
れ
て
き

た
。
例
え
ば
、
社
会
福
祉
と
く
に
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
お
け
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る
修
復
的
正
義
の
実
践
の
日
本
の
先
駆
者
で
あ
る
山
下
英
三
郎
や
、
米
国

の
メ
ノ
ナ
イ
ト
神
学
校
で
修
復
的
正
義
な
ど
も
学
ん
だ
片
野
淳
彦
ら
も
、

そ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
で
は
サ
ー
ク
ル
を
多
用
す
る
。
そ
し
て
、
筆
者

(

石
原)
も
、
熊
本
大
学
で
の
授
業
や
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
災
害

に
よ
る
人
間
関
係�
藤
の
変
容
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
、
サ
ー
ク
ル

を
多
用
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
語
で
は
、
著
者
梅
崎
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
サ
ー

ク
ル
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
に
つ
い
て
の
著
書
は
一
切
出
版
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
日
本
に
お
け
る
サ
ー
ク
ル
の
普
及
の
た
め

の
意
義
深
い
第
一
歩
が
、
本
書
で
あ
る
と
い
え
る
。

(二)
高
齢
者
ケ
ア
等
、
犯
罪
以
外
の
場
面
へ
の
応
用
に
重
点

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
現
代
の
修
復
的
正
義
は
、
取
り
組
み
が
始
ま
っ

た
一
九
七
〇
年
代
当
初
は
、
犯
罪
に
お
け
る
被
害
者
加
害
者
対
話
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
、
世
界
的
に
も
多
様
な
場
面
に
応
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

現
在
は
、
学
校
で
の
違
反
行
為
や
い
じ
め
な
ど
、
内
戦
後
の
地
域
再
生
、

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
や
高
齢
者
虐
待
な
ど
の
刑
事
的
な
司

法
介
入
が
必
ず
し
も
適
さ
な
い
暴
力
行
為
、
公
害
や
環
境
災
害
等
か
ら
の

再
生
な
ど
、
多
様
な
場
面
で
応
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

(�)
。

世
界
的
に
は
、
修
復
的
正
義
の
犯
罪
以
外
の
場
面
へ
の
応
用
に
関
す
る

研
究
論
文
や
実
践
書
も
多
く
出
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
は
、
修
復
的
正
義

の
当
初
の
導
入
の
担
い
手
が
刑
法
や
刑
事
政
策
研
究
者
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
も
あ
り
、
犯
罪
以
外
の
場
面
に
関
す
る
応
用
の
本
や
論
文
や
数
が
少
な

か
っ
た
。
一
方
、
日
本
で
も
、
い
じ
め
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
さ
ま
ざ
ま
な

虐
待
や
暴
力
、
事
故
や
災
害
に
よ
る
傷
つ
き
な
ど
、
刑
事
的
場
面
以
外
で

の
修
復
的
正
義
の
考
え
方
の
応
用
の
ニ
ー
ズ
は
高
い
と
い
う
現
状
が
あ
っ

た
。著

者
梅
崎
ら
が
力
を
入
れ
て
き
た
高
齢
者
福
祉
施
設
等
で
の
対
話
は
、

実
際
に
高
齢
者
虐
待
が
起
こ
っ
た
と
き
の

｢

修
復｣

よ
り
も
む
し
ろ
、
虐

待
に
至
ら
せ
な
い
た
め
の
予
防
的
効
果
を
狙
っ
て
い
る
と
い
う

(

本
書
五

三
頁
か
ら
五
九
頁)

。
サ
ー
ク
ル
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
ケ
ア
に
お
け
る
負

担
や
小
さ
な
傷
つ
き
を
語
り
合
っ
た
り
、
家
族
や
高
齢
者
自
身
が
も
つ
人

生
の
傷
つ
き
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
癒
さ
れ
た
り
、
ま
た
癒
さ
れ
ず
と
も
円
に

な
っ
て
本
音
に
触
れ
あ
う
場
が
あ
る
だ
け
で
、
重
篤
な
虐
待
事
例
と
な
る

予
防
に
つ
な
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

本
書
で
は
、
こ
の
よ
う
に
、
日
本
で
も
ニ
ー
ズ
が
高
い
の
に
そ
の
実
践

の
方
法
が
紹
介
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
犯
罪
以
外
の
場
面
で
の
修
復
的
対
話

の
方
法
や
実
践
例
が
、
わ
か
り
や
す
く
示
さ
れ
て
い
る
。
国
際
的
に
は
、

修
復
的
正
義
の
実
践
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
担
う
こ
と
も
多
い
が
、

日
本
で
は
、
そ
の
意
識
は
少
な
い
。
社
会
福
祉
的
場
面
へ
の
修
復
的
正
義

の
応
用
を
開
く
と
い
う
点
で
も
、
意
義
は
大
き
い
。

ま
た
、
犯
罪
以
外
へ
の
修
復
的
正
義
の
応
用
の
中
で
、
特
に
高
齢
者
の

修
復
的
対
話
は
、
世
界
的
に
も
例
が
少
な
い
と
著
者
梅
崎
は
い
う
。
筆
者

(

石
原)

は
、
認
知
症
を
め
ぐ
る�
藤
の
解
決
の
研
究
を
行
っ
て
い
る

(�)

が
、

そ
の
研
究
の
中
で
も
、
高
齢
者
ケ
ア
を
め
ぐ
る�
藤
解
決
は
、
ニ
ー
ズ
は

高
い
が
世
界
的
に
も
未
開
拓
の
分
野
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
い
る
。
日
本
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は
、
世
界
の
中
で
最
も
高
齢
化
が
進
む

｢

高
齢
先
進
国｣

で
あ
る
。
高
齢

者
ケ
ア
の
分
野
へ
の
修
復
的
正
義
の
応
用
は
、
世
界
的
に
も
珍
し
い
挑
戦

で
も
あ
る
。
本
書
は
、
そ
の
高
齢
者
ケ
ア
の
分
野
に
修
復
的
対
話
を
応
用

す
る
う
え
で
留
意
す
る
点
、
例
え
ば
、
体
力
や
認
知
機
能
が
低
下
し
て
き

て
い
る
場
合
の
高
齢
者
と
の
対
話
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
配

慮
を
す
べ
き
か
な
ど
に
つ
い
て
も
、
著
者
ら
の
経
験
か
ら
具
体
的
に
書
か

れ
て
い
る
。

(三)
研
究
書
で
な
く
、
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
書

修
復
的
正
義
に
関
す
る
日
本
で
の
著
作
物
は
、
研
究
書
や
、
研
究
者
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
社
会
に
お
け
る

修
復
的
正
義
の
実
践
の
ニ
ー
ズ
は
高
い
の
に
、
そ
の
方
法
は
広
く
市
井
の

人
々
に
広
が
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
こ
と
に
は
、
功
罪
が
あ
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る

こ
と
で
、
初
心
者
が
わ
か
り
や
す
く
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
同

時
に
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
形
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
て
し
ま

い
、
そ
の
本
質
的
精
神
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

本
書
は
、
そ
の
功
罪
を
理
解
し
た
う
え
で
、
あ
え
て

｢

実
施
マ
ニ
ュ
ア

ル｣

と
謳
っ
た
と
理
解
す
る
。
こ
の
本
は
、
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
て
も
、
修
復

的
正
義
や
修
復
的
対
話
に
全
く
出
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
多
く
の
現

場
の
方
々
に
、
ま
ず
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
い
う
わ
か
り
や
す
い
形
で
、
実
践

の
端
緒
を
届
け
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
る
と
理
解
す
る
。
勘
の
良
い
実
践

者
は
、
本
書
を
読
ん
で
、
本
書
に
載
っ
て
い
な
い
場
面
な
ど
に
も
柔
軟
に

応
用
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
し
、
こ
の
本
を
読
ん
で
関
心
を
も
っ
た
が

実
践
に
つ
ま
づ
い
た
人
は
、
Ｒ
Ｊ
対
話
の
会
を
含
め
た
全
国
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
専
門
家
に
連
絡
を
と
っ
て
、
直
接
助
言
や
支
援
を
乞

う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

特
に
本
書
が
わ
か
り
や
す
い
の
は
、
写
真
や
図
を
多
用
し
て
い
る
こ
と

だ
。
実
践
に
向
け
て
イ
メ
ー
ジ
が
わ
く
だ
け
で
な
く
、
本
を
読
む
こ
と
が

苦
手
な
実
践
者
に
も
助
け
に
な
る
。

(四)
著
者
梅
崎
の
旅
路
と
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

本
書
は
、
上
記
で
述
べ
た
よ
う
な
特
質
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
処
々
に
、

著
者
梅
崎
が
出
会
っ
て
き
た
世
界
的
な
先
駆
者
や
先
駆
事
例
か
ら
の
影
響
、

ま
た
、
梅
崎
の
実
践
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

梅
崎
が
本
書
を
完
成
さ
せ
る
ま
で
に
出
会
い
影
響
を
受
け
て
き
た
方
々

の
名
前
は
、
本
の
最
後
の
謝
辞
の
欄
に
四
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
語
ら
れ
て
い

る

(

本
書
一
一
三
頁
か
ら
一
一
六
頁)

。
梅
崎
が
出
会
っ
て
い
る
人
の
一

部
と
は
、
筆
者

(

石
原)

も
直
接
の
面
識
が
あ
る
。
梅
崎
が
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
受
け
、
こ
の
サ
ー
ク
ル
と
い
う
手
法
の
現
代
的
創
始
者
と
も
み
な
さ

れ
る��������
に
は
、
筆
者
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
が
、
梅
崎
ら
が

用
い
て
い
る
道
具
や
進
め
方
な
ど
の
基
本
は
、
大
き
く������
の
遺
産
を

引
き
継
い
で
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
そ
の
実
践
に
お
け
る
応
用
の
幅
広
さ

は
、
梅
崎
ら
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
交
流
を
続
け
て
い
る
カ
ナ
ダ
の
Ｃ
Ｊ
Ｉ
の
影
響

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
本
書
に
時
々
出
て
き
て
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い
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
な
ど
は
、
筆
者
も
交
流
が
あ
る���������
が

近
年
力
を
入
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
彼
を
筆
者

(

石
原)

ら
が
日
本
に

招
聘
し
た
と
き
に
、
日
本
に
伝
え
て
い
っ
た
置
き
土
産
で
あ
っ
た
。

そ
の
意
味
で
、
こ
の
本
は
、
国
際
的
に
す
で
に
広
ま
っ
て
い
る
サ
ー
ク

ル
の
日
本
に
お
け
る
初
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
か
し

こ
に
、
修
復
的
正
義
の
研
究
者
と
し
て
の
梅
崎
の
旅
路
が
見
え
隠
れ
す
る

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る
本
と
な
っ
て
い
る
。

四
、
お
わ
り
に

｢

言
う
は
易
し
く
、
行
う
は
難
し
い｣
。
ま
た

｢

行
う
は
易
し
く
、
言

葉
に
ま
と
め
る
の
は
難
し
い｣

と
も
思
う
。
研
究
者
が
理
論
を
き
ち
ん
と

提
示
す
る
こ
と
は
と
て
も
困
難
な
作
業
だ
が
、
理
論
や
理
念
を
語
る
だ
け

と
は
異
な
っ
た
難
し
さ
の
実
践
の
世
界
が
、
そ
の
先
に
あ
る
。
ま
た
、
実

践
す
る
だ
け
な
ら
ば
で
き
て
も
、
そ
の
成
果
や
技
を
言
葉
と
し
て
ま
と
め

て
、
だ
れ
で
も
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
ま
た
異
な
っ
た
難

し
さ
が
あ
る
。

日
本
で
は
研
究
者
の
中
で
広
ま
っ
た
修
復
的
正
義
は
、
何
人
か
の
先
駆

者
に
よ
っ
て
実
践
も
試
み
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
実
践
の
成
果
を
踏
ま

え
て
の
著
作
は
ほ
と
ん
ど
出
版
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
研
究
者
で
あ
り
、

そ
こ
に
と
ど
ま
ら
ず
実
践
を
試
し
、
そ
の
成
果
を
世
に
問
う
た
梅
崎
の
本

書
は
、
実
践
と
研
究
の
間
に
あ
る
社
会
福
祉
学
や
筆
者
が
専
門
と
す
る
紛

争
解
決
学
に
お
い
て
、
モ
デ
ル
と
な
る
仕
事
と
考
え
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
功
罪
で
、
こ
の
本
に
梅
崎
が
示
し
た
も
の
は
、
修
復
的

正
義
や
サ
ー
ク
ル
の
決
定
版
で
は
な
い
。
梅
崎
が
学
び
、
試
し
て
実
践
し

て
、
試
行
錯
誤
し
た
一
つ
の
形
で
あ
る
。

日
本
で�
藤
の
現
場
に
い
る
多
く
の
人
が
、
こ
の
本
を
手
に
取
り
、
修

復
的
対
話
に
出
会
っ
て
、�
藤
変
容
へ
の
希
望
を
抱
き
、
実
践
し
、
変
容

や
修
復
を
実
感
し
、
ま
た
新
た
な
実
践
報
告
や
ア
イ
デ
ィ
ア
や
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
出
し
て
い
く
。
本
書
は
、
そ
ん
な
未
来
に
向
か
っ
た
サ
イ
ク
ル
の
貴

重
な
一
歩
と
な
る
と
予
感
す
る
。

注(

１)

こ
こ
で
修
復
的
正
義
と
書
い
た
も
の
は
、
英
語
の�����������

�������
(

Ｒ
Ｊ
と
も
略
さ
れ
る)

の
日
本
語
訳
で
あ
る
が
、
こ
の

訳
語
に
つ
い
て
は
、
当
初
日
本
に
こ
の
言
葉
が
紹
介
さ
れ
た
と
き

に
は
、
刑
事
司
法
の
文
脈
で
紹
介
さ
れ
た
た
め
修
復
的
司
法
と
い

う
言
葉
で
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
後
、������

の�������������
��������������������

を
森
田
ゆ
り
が
訳
し
た
と
き
に
は
、
修

復
的
正
義
と
訳
さ
れ
た
。
現
在
、
日
本
で
は
、
修
復
的
司
法
と
修

復
的
正
義
の
両
方
の
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
書

評
す
る
本
が
主
に
司
法
で
は
な
く
、
社
会
福
祉
分
野
で
の
応
用
に

関
す
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
こ
と
や
、
著
者
が
ほ
ん
の
中
で
修
復

的
正
義
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
の
で
、������������������

の
訳
語
と
し
て
、
修
復
的
正
義
の
訳
語
を
用
い
て
論
じ
る
こ
と
と

す
る
。

『修復的対話 トーキングサークル 実施マニュアル』

(熊本法学146号 '19)75



(
２)

修
復
的
正
義
は�������
が
著
し
、
一
九
九
〇
年
に
出
版
さ
れ
た

������������������������������������������
で
現
在
の
形
に
理
論
的
に
整
理
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

(

３)

注(
２)

の�������
に
よ
る��������������
の
日
本
語
訳

『

修
復
的
司
法
と
は
何
か

応
報
か
ら
関
係
修
復
へ』

(

西
村
春
夫

ら
訳)

が
出
版
さ
れ
た
の
は
二
〇
〇
三
年
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ

の
本
の
訳
者
で
あ
る
西
村
春
夫
、
細
井
洋
子
、
高
橋
則
夫
や
、
そ

の
他
の
刑
法
や
刑
事
政
策
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、
修
復
的
正
義

(

修
復
的
司
法)

は
、
当
初
日
本
に
紹
介
さ
れ
て
き
た
。

(

４)������������
(

ハ
ワ
ー
ド
・
ゼ
ア
著
、
森
田
ゆ
り
訳
、
二
〇

〇
八
年)

(

５)

本
書
で
は
、
著
者
梅
崎
は
、��������������������������
を
修

復
的
対
話
と
呼
ん
で
い
る
の
で
そ
の
表
記
に
従
う
。
ま
た
、

������������������
の
日
本
語
訳
は
、
著
者
は
修
復
的
正
義
と
呼

ん
で
い
る
の
で
、
そ
の
訳
語
に
従
う
。

(

６)

カ
ナ
ダ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る��������������������������

(���)
に
つ
い
て
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト������������������

(

二
〇
一
九

年
五
月
三
〇
日
閲
覧)

な
ど
。

(

７)

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｒ
Ｊ
対
話
の
会

(

代
表
理
事

梅
崎
薫)

に
つ
い
て

は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト������������������������������������������

(

二
〇
一
九
年
五
月
三
〇
日
閲
覧)

な
ど
。

(

８)

被
害
者
と
加
害
者
の
対
話
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
〇

年
代
終
わ
り
か
ら
北
米
で
取
り
組
ま
れ
た
当
初
は
、
被
害
者
加
害
者

和
解
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン

(�����������������������������
�������������

)

と
い
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
北

米
の
実
践
の
中
で
、
必
ず
し
も
和
解
や
合
意
を
目
的
と
す
る
と
考

え
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
の
中
か
ら
、
被
害

者
加
害
者
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

(��������������������������
���

)

な
ど
の
名
称
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
被
害
者
の
側
と
加
害
者
の
側
を
明
示
し
、
そ
の
間

に
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
あ
る
い
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
と
呼
ば
れ
る
人

が
入
っ
て
対
話
を
行
う
方
法
で
あ
る
。
本
書
評
論
文
で
は
、
こ
の

方
法
を
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
型
と
表
記
し
た
。

(

９)������������������������������
(�)

こ
こ
で

｢

誤
解
を
恐
れ
ず
に
い
う
な
ら
ば｣

と
書
い
た
理
由
は
、

特
に
後
述
の
②
の

｢

対
話
司
会
者
の
力
量
に
左
右
さ
れ
に
く
い｣

と
書
い
た
点
で
あ
る
。
後
に
詳
述
し
た
よ
う
に
、
サ
ー
ク
ル
に
お

い
て
も
、
キ
ー
パ
ー
の
役
割
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
。
し
か
し
熟

練
し
た
対
話
司
会
者
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
、
実
践
し
や
す
い
の

は
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
型
で
は
な
く
て
、
サ
ー
ク
ル
型
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
趣
旨
で
あ
る
。

(�)
対
話
に
お
け
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
、
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
、
キ
ー

パ
ー
ら
の
役
割
を
、
こ
こ
で
は
対
話
司
会
者
と
総
称
し
た
。
対
話

の
研
究
や
実
践
を
専
門
的
に
行
う
者
の
間
で
は
、｢

司
会｣

に
と

ど
ま
ら
な
い
彼
ら
の
役
割
を

｢

司
会
者｣

と
呼
ぶ
こ
と
に
抵
抗
も

あ
る
場
合
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
一
般
に
わ
か
り
や
す
さ
を
優
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先
し
、
対
話
司
会
者
と
総
称
す
る
。

(�)
安
川
文
朗
・
石
原
明
子
編

(

二
〇
一
四)

の

｢

第
三
章

修
復
的

正
義
の
哲
学
と
そ
の
応
用｣

(

石
原
明
子)

(�)
筆
者
は
、
科
学
研
究
費
補
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